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小児甲状腺がん発⽣率の分析に観察⼈年のデータが必要であることはいまさらいうまで

もない．観察⼈年の算定はそれほど難しいことではない．福島県には県⺠の⾏動調査票が

あり，県⺠の受診日の記録も完全ではないが存在する．これを使えば，事故の日を起点と

した観察⼈年を計算できる．受診日が不明の者の観察期間は何らかの方法で別に推測する

必要がある． 

わたしは福島県調査課に市町村ごとの観察⼈年のデータを提供するよう求めてきている．

しかし県からの回答は，⾏動調査票は県⽴医⼤が占有していて提供してもらえないという

ことである．いっぽう，県⽴医⼤の志村⽒らは 1 巡目の受診日と 2 巡目の受診日の間隔を

を論⽂で公表している．業務委託をうけた県⽴医⼤の研究者はこのデータに自由にアクセ
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スできて，県はそのデータが利⽤できないというのはまったくおかしなことである．この

ままでは評価部会の透明性が損なわれることになり，県⺠・国⺠からの不信を助⻑するこ

とになろう．  

評価部会ののみなさんにお願いしたい．59 市町村の事故日から観察期間を各巡目検査に

ついて算定して提示していただきたい．このことを要望いたします． 
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